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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
１
０
５
９

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
７
３
７
Ｘ

【
作
者
名
】

　
し
ゃ
ヴ
ぇ

【
あ
ら
す
じ
】

　
無
効
神
話
。
私
の
砦
。
私
の
世
界
。
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＊
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
天
国
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
そ
れ
は
ど
こ
か
。

１
愛
し
た
そ
れ
を
私
は
手
に
。
咲
く
よ
咲
く
よ
花
が
。

２
四
角
。
四
よ
り
三
。
四
は
ス
キ
だ
け
ど
三
が
良
い
。

３
ま
が
い
物
で
し
ょ
う
。
そ
う
そ
れ
。
そ
れ
こ
そ
私
。

４
流
し
込
ん
だ
そ
れ
は
多
分
、
沢
山
の
バ
ラ
イ
バ
ラ
。

５
獅
子
は
踊
る
。
落
と
し
子
呑
ま
ん
と
獅
子
は
踊
る
。

６
透
明
水
彩
に
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
私
は
緑
色
。

７
七
が
好
き
。
ナ
ナ
エ
の
七
。
私
の
名
前
は
、
七
絵
。

８
無
効
神
話
に
意
味
は
な
く
、
何
も
残
さ
な
い
お
話
。

９
嘘
を
つ
か
な
き
ゃ
私
は
書
け
な
い
。
こ
れ
は
本
当
。

０
喉
が
痛
い
。
吐
き
気
。
切
っ
て
中
を
覗
き
た
い
よ
。

１
想
像
力
は
時
と
し
て
、
私
達
を
殺
す
わ
。
嬉
し
い
。

２
大
好
き
な
十
三
番
。
こ
こ
で
終
わ
れ
ば
私
は
安
心
。

３
で
も
、
終
わ
ら
な
い
ん
だ
よ
こ
の
世
界
は
。
最
悪
。

４
寒
い
部
屋
、
私
は
何
故
書
く
の
か
。
わ
か
ら
な
い
。

５
指
が
か
じ
か
む
わ
。
足
先
の
感
覚
は
既
に
な
い
わ
。

６
何
故
書
く
の
か
。
無
効
神
話
に
す
が
る
私
は
阿
呆
。

７
今
日
も
空
は
青
く
、
青
く
、
青
く
青
く
、
吐
き
気
。

８
芸
術
家
気
取
り
の
私
は
た
だ
の
馬
鹿
で
し
か
な
く
。

９
先
に
進
め
な
い
私
を
笑
う
私
の
為
の
自
虐
系
文
章
。

　
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
わ
。
死
に
た
く
な
る
わ
。

　
こ
ん
な
の
お
話
じ
ゃ
な
い
。
こ
ん
な
の
書
い
て
楽
し
い
わ
け
が
な
い
。

　
で
も
進
む
わ
。
そ
れ
が
無
効
神
話
。
無
効
神
話
は
私
の
砦
。
誰
に
も
邪
魔
は

さ
せ
ま
せ
ん
。

　
さ
あ
、
書
け
。
書
け
。
書
け
。
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＊
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
彼
の
名
前
を
私
は
知
ら
な
い
。
で
も
そ
れ
が
普
通
。

１
彼
に
つ
い
て
わ
か
る
事
な
く
、
知
る
事
も
出
来
ず
。

２
そ
れ
が
こ
の
世
の
ル
ー
ル
。
素
晴
し
き
か
な
普
通
。

３
だ
け
ど
、
そ
れ
で
世
界
が
許
す
は
ず
も
な
く
私
は
。

４
衝
動
を
抑
え
き
れ
ず
、
指
を
止
め
る
事
が
出
来
ず
。

５
貴
方
の
欠
片
を
探
り
始
め
る
わ
。
そ
れ
が
私
の
愛
。

６
貴
方
が
好
き
。
好
き
で
好
き
で
喉
が
裂
け
そ
う
よ
。

７
数
字
の
七
は
刈
り
取
る
数
字
。
私
の
嫌
い
な
数
字
。

８
こ
う
い
う
縛
り
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
が
生
じ
る
の
。

９
だ
か
ら
許
し
て
。
私
を
書
く
に
は
箱
が
必
要
な
の
。

０
こ
れ
が
私
の
、
私
の
世
界
。
箱
庭
の
世
界
な
の
よ
。

１
あ
あ
、
憎
い
。
あ
の
赤
が
憎
い
。
私
は
昼
が
嫌
い
。

２
階
段
を
上
が
り
、
空
の
一
番
高
い
所
か
ら
、
私
は
。

３
真
夜
中
の
公
園
は
、
誰
も
い
な
く
、
静
か
で
好
き
。

４
き
っ
と
、
夜
が
貴
方
も
好
き
に
な
る
わ
。
絶
対
に
。

５
私
だ
け
の
世
界
が
欲
し
い
。
そ
こ
に
私
と
貴
方
で
。

６
私
は
貴
方
に
言
う
の
。
私
の
為
だ
け
に
書
い
て
と
。

７
で
も
、
私
の
世
界
に
貴
方
を
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
ず
。

８
そ
れ
で
も
私
は
書
く
。
貴
方
の
為
の
無
効
神
話
を
。

９
恥
知
ら
ず
も
い
い
と
こ
ろ
。
私
は
皆
に
笑
わ
れ
る
。

　
二
つ
の
箱
は
用
意
で
き
た
。
あ
と
二
つ
。

　
無
効
神
話
は
私
の
世
界
。
彼
の
為
に
書
き
綴
る
下
衆
な
お
話
。

　
さ
あ
、
読
ん
で
。
読
ん
で
。
読
ん
で
。

　
私
の
名
前
を
呼
ん
で
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

１０５９

2011年10月20日23時07分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n7737x/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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